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医学教育モデル・コア・
カリキュラムより

薬剤師として求められる
基本的な資質

求められる薬剤師像と
その責務

薬剤師として求められる
基本的な資質

薬剤師として求められる
基本的な資質

医師として求められる
基本的な資質

豊かな人間性と医療人と
しての高い使命感を有
し、生命の尊さを深く認
識し、生涯にわたって薬
の専門家としての責任を
持ち、人の命と健康な生
活を守ることを通して社
会に貢献する。
６年修了時に必要とされ
ている資質は以下の通り
である。

（資質I：薬剤師としての職
責）

（薬剤師としての心構え） （薬剤師としての職責） (薬剤師としての職責) （医師としての職責）

・　豊かな人間性と生命
の尊厳についての深い認
識を有し、人の命と健康
を守る薬剤師としての職
責を自覚する。

・　薬の専門家として、
豊かな人間性と生命の尊
厳について深い認識をも
ち、人の命と健康な生活
を守る使命感・責任感を
有する。

・　豊かな人間性と生命
の尊厳についての深い認
識を有し、人の命と健康
を守る薬剤師としての職
責を自覚する。

・　豊かな人間性と生命
の尊厳についての深い認
識を有し、人の命と健康
を守る薬剤師としての職
責を自覚する。

・　豊かな人間性と生命
の尊厳についての深い認
識を有し、人の命と健康
を守る医師としての職責
を自覚する。

（資質 II：患者中心の視
点）

（患者・生活者本位の視
点）

（患者中心の視点） (患者中心の視点) （患者中心の視点）

・　患者およびその家族
の秘密を守り、薬剤師の
義務や医療倫理を遵守す
るとともに、患者の安全
を最優先し、常に患者中
心の立場に立つ。

・　医療人としての倫理
観を有し、常に患者・生
活者の立場に立って、こ
れらの人々の安全と利益
を最優先する。

・　患者およびその家族
の秘密を守り、薬剤師の
義務や医療倫理を遵守す
るとともに、患者の安全
を最優先し、常に患者中
心の立場に立つ。

・　患者およびその家族
の秘密を守り、薬剤師の
義務や医療倫理を遵守す
るとともに、患者の安全
を最優先し、常に患者中
心の立場に立つ。

・　患者およびその家族
の秘密を守り、医師の義
務や医療倫理を遵守する
とともに、患者の安全を
最優先し、常に患者中心
の立場に立つ。

（資質 III：コミュニケー
ション能力）

（医療のためのコミュニ
ケーション）

（コミュニケーション能
力）

(コミュニケーション能力)
（コミュニケーション能
力）

・　医療情報を適切に収
集し､提供することによっ
て、良好な人間関係を築
くためのコミュニケー
ション能力を有する。

・　患者、生活者、多職
種から情報を適切に収集
し、これらの人々に有益
な情報を提供するための
コミュニケーション能力
を有する。

・　薬剤師は、処方医と
患者をつなぎ、また一般
の人々に対し、健康や医
薬品に関する情報を伝え
るもっともふさわしい立
場にいる。薬剤師は、一
般の人々や他の医療者と
関わる際に、良好な人間
関係を築くためのコミュ
ニケーション能力を有す
る。

・　国民に最も近く、患
者に常に接する医療人と
して医療内容，特に薬物
療法を分かりやすく説明
する等、患者やその家族
との対話を通じて、良好
な人間関係を築くための
コミュニケーショシ能力
を有する。

・　医療内容を分かりや
すく説明する等、患者や
その家族との対話を通じ
て、良好な人間関係を築
くためのコミュニケー
ション能力を有する。

（資質IV：チーム医療） （チーム医療への参画） （チーム医療） (チーム医療) （チーム医療）

・　医療機関や地域にお
ける医療チームに積極的
に参画し、相互の尊重の
もとに薬剤師に求められ
る行動を適切にとる。

・　医療機関や地域にお
ける医療チームに積極的
に参画し、相互の尊重の
もとに薬剤師に求められ
る行動を適切にとる。

・　医療チームの構成員
と、相互の尊重のもとに
適切な行動をとるととも
に、後輩等に対する指導
を行う。

・　医師、歯科医師、看
護師とは異なる専門をも
つ医療チームの構成員と
して、相互の尊重のもと
に適切な行動をとるとと
もに、後輩等に対する指
導を行う。

・　医療チームの構成員
として、相互の尊重のも
とに適切な行動をとると
ともに、後輩等に対する
指導を行う。

（資質V：科学力） （基礎的な科学力）

・化学物質としての医薬
品と生体との相互作用を
深く理解し、薬物治療へ
の応用を計るための基礎
科学の能力を有する。

・　生体および環境に対
する医薬品・化学物質等
の影響を理解するために
必要な科学に関する基本
的知識・技能・態度を有
する。
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（資質VI：総合的な薬物療
法の評価と実践能力）

（薬物療法における実践的
能力）

（薬学的ケアの提供）
(総合的な薬物療法の評価と
実践能力)

（総合的診療能力）

・　患者の様々な病態に
おける医薬品の使用を包
括的に管理し，薬物療法
の安全性・有効性を保障
する専門的な実践的能力
を有する。

・　薬物療法を総合的に
評価し、医薬品の供給、
調剤、服薬指導、処方設
計の提案、安全対策等の
薬学的管理を実践する能
力を有する。

・　患者の様々な病態に
おける医薬品の使用を包
括的に管理し，薬物療法
の安全性・有効性を保障
する専門的な実践的能力
を有する。

・　統合された知識、技
能、態度に基づき、患者
への薬物療法を総合的に
評価し、実践する能力を
有する。

・　統合された知識、技
能、態度に基づき、全身
を総合的に診療するため
の実践的能力を有する。

（資質VII：地域医療）
（地域の保健・医療におけ
る実践的能力）

（地域医療） (地域医療) （地域医療）

・　医療を巡る社会経済
的動向を把握し、地域医
療の向上に貢献するとと
もに、地域の保健・医
療・福祉・介護および行
政等と連携協力する。さ
らに街の科学者として国
民への医療および科学の
普及に努力する。

・　（第一案）地域の保
健、医療、福祉、介護お
よび行政等に参画・連携
して、地域における人々
の健康増進、公衆衛生の
向上に貢献する能力を有
する。

（第二案）地域の保健、
福祉、介護および行政等
に連携して、プライマリ
ケア、セルフメディケー
ションを支援するととも
に在宅医療に参画し、地
域における人々の健康増
進、公衆衛生の向上に貢
献する能力を有する。

・　医療を巡る社会経済
的動向を把握し、地域医
療の向上に貢献するとと
もに、地域の保健・医
療・福祉・介護および行
政等と連携協力する。

・　医療を巡る社会経済
的動向を把握し、地域医
療の向上に貢献するとと
もに、地域の保健・医
療・福祉・介護および行
政等と連携協カする。さ
らに街の科学者として国
民の医療のみならず科学
の普及に努力する。

・　医療を巡る社会経済
的動向を把握し、地域医
療の向上に貢献するとと
もに、地域の保健・医
療・福祉・介護および行
政等と連携協力する。

（資質VIII：薬学研究への
志向）

（研究能力） （薬学研究への志向） (薬学研究への志向) （医学研究への志向）

・　薬学・医療の進歩と
改善に資するために研究
を遂行する意欲と基礎的
素養を有する。

・　薬学・医療の進歩と
改善に資するために、研
究を遂行する意欲と問題
発見・解決能力を有す
る。

・　薬剤師は、医療チー
ムにおいて、医薬品の合
理的使用を提案するため
に、エビデンスに基づく
情報を効果的に活用しな
ければならない。そのた
めには、薬学・医療の進
歩と改善に資するために
研究を遂行する意欲と基
礎的素養を有する。

・　薬学・医療の進歩と
改善に資するために研究
を遂行する意欲と基礎的
素養を有する。薬剤師業
務の場において研究心を
保ち続ける姿を後進薬剤
師に示す｡

・　医学・医療の進歩と
改善に資するために研究
を遂行する意欲と基礎的
素養を有する。

（資質IX：自己研鑽）
（自己研鑽、専門性の涵
養）

（自己研鑽） (自己研鑽) （自己研鑽）

・　男女を問わずキャリ
アを継続させて、生涯に
わたり自己研鑽を続ける
意欲と態度を有する。

・　医療の進歩に対応す
るために、医療を巡る社
会的動向を把握し、生涯
にわたり自己研鑽を続け
る意欲と態度を有すると
ともに、次世代の薬剤師
養成に向けた薬学教育に
貢献する。

・　薬剤師を一生の職と
して続ける為に必要な知
識と経験を、学生のうち
に全て習得することは不
可能である。生涯学習の
コンセプト、理念、義務
は学生時代に始り、薬剤
師としての生涯に渡って
保持されなければならな
い。薬剤師は、生涯にわ
たり自己研鑽を続ける意
欲と態度を有する。

・　キャリアを継続させ
て、生涯にわたり自己研
鑽を続ける意欲と態度を
有する。

・　男女を問わずキャリ
アを継続させて、生涯に
わたり自己研鑽を続ける
意欲と態度を有する。

（資質X：教育能力） （教育者）
・　次世代を担う人材を
育成し、これを通して自
らが成長する能力を有す
る。

・　薬剤師は次世代を担
う人材の育成や教育そし
て一般の人々に対する教
育を支援する能力を有す
る。教育者となることに
より、知識を他者に伝え
るだけではなく、現場の
薬剤師が新しい知識を獲
得し、従来の技能を進展
させる機会ともなる。


